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134

高
倉
徳
太
郎
の
生
と
死
を
め
ぐ
っ
て

一
信
徒
と
し
て
の
立
場
か
ら

鵜　

沼　

裕　

子

高
倉
徳
太
郎
は
、
近
代
日
本
の
い
わ
ゆ
る
第
二
代
目
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
植
村
正
久
を
継
承
す
る
、「
日
本
基
督
教
会
」
の
代
表
的

な
指
導
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
倉
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
極
め
て
少
な
く
）
1
（

、
こ
と
に
そ
の
自
死
に
つ
い

て
は
、
没
後
二
〇
年
近
く
を
経
た
一
九
五
〇
年
代
ま
で
公
に
さ
れ
ず
、
従
っ
て
論
議
の
対
象
と
も
な
ら
な
か
っ
た
。
死
生
学
は
私
に
は
門
外

で
あ
る
が
、
本
論
で
は
、
そ
の
少
な
い
研
究
資
料
と
、
高
倉
自
身
お
よ
び
周
辺
の
人
々
が
書
き
残
し
た
文
書
、
ま
た
生
存
す
る
間
接
的
な
関

係
者
ら
の
証
言
等
を
手
が
か
り
に
、
私
な
り
に
「
牧
師
・
高
倉
徳
太
郎
の
生
と
死
を
め
ぐ
る
症
例
」
を
ま
と
め
て
、
死
生
学
専
門
の
先
生
方

に
よ
る
研
究
の
素
材
と
し
て
提
供
し
た
い
と
思
う
。

Ⅰ　

信
仰
と
思
想

初
め
に
、
高
倉
徳
太
郎
の
生
涯
と
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
特
質
に
つ
い
て
、
本
論
に
必
要
な
範
囲
内
で
一
応
略
述
し
て
お
く
）
2
（

。
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135 高倉徳太郎の生と死をめぐって

（
1
）
生
涯

高
倉
徳
太
郎
は
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）、
京
都
府
何
鹿
郡
綾
部
町
字
南
西
町
一
〇
一
番
戸
に
、
高
倉
平
兵
衛
・
さ
よ
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
徳
太
郎
が
五
歳
の
こ
ろ
父
母
が
離
縁
し
、
九
三
年
に
第
二
の
母
・
起
美
子
が
入
家
し
た
が
、
こ
の
母
も
六
年
後
に
急
逝
し
、

そ
の
翌
年
に
は
起
美
子
の
妹
・
千
代
子
が
第
三
の
母
と
し
て
入
家
し
て
い
る
。『
高
倉
徳
太
郎
伝
』
の
著
者
・
小
塩
力
は
、
生
母
と
の
離
別

が
父
へ
の
反
抗
、
母
な
る
も
の
へ
の
憧
憬
と
し
て
徳
太
郎
の
生
涯
に
影
を
落
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

一
九
〇
六
年
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
独
法
科
に
入
学
す
る
が
、
在
学
中
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
斜

し
、
同
年
、
富
士
見
町
教
会
で
植
村
正
久
か
ら
受
洗
し
た
。
そ
し
て
、
植
村
が
設
立
し
た
東
京
神
学
社
に
学
び
、
富
士
見
町
教
会
の
伝
道
師

を
皮
切
り
に
、
伝
道
生
活
に
入
っ
た
。
一
二
年
、
世
良
専
子
と
結
婚
し
、
一
男
四
女
を
得
た
。

一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
）
か
ら
二
四
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
等
に
学

ん
だ
。
帰
国
後
は
、
東
京
神
学
社
（
東
京
神
学
大
学
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
の
教
師
と
し
て
神
学
の
研
鑽
と
伝
道
者
の
育
成
に
あ
た
る
か
た
わ

ら
、
自
宅
の
集
会
か
ら
起
こ
し
た
戸
山
教
会
（
現
日
本
基
督
教
団
・
信
濃
町
教
会
）
を
拠
点
と
し
て
、
自
ら
唱
導
し
た
「
福
音
的
キ
リ
ス
ト

教
」
の
宣
布
に
あ
た
っ
た
。

一
九
三
二
年
、
明
治
学
院
神
学
部
と
東
京
神
学
社
が
合
併
し
て
で
き
た
日
本
神
学
校
の
校
長
事
務
取
扱
に
就
任
す
る
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

健
康
の
不
調
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
三
三
年
四
月
一
六
日
の
復
活
主
日
の
説
教
を
最
後
に
長
期
療
養
生
活
に
入
っ
た
。
同
年
一
二
月
、
心

身
の
衰
弱
が
深
ま
り
、
東
大
病
院
島
薗
内
科
に
入
院
、
三
月
三
〇
日
に
突
如
退
院
し
た
が
、
四
月
三
日
の
早
暁
、
西
大
久
保
の
自
宅
で
自
死

し
た
。
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（
2
）「
自
我
の
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て

高
倉
徳
太
郎
は
、
日
本
の
近
代
思
想
史
上
、
教
養
主
義
・
文
化
主
義
・
人
格
主
義
等
と
呼
ば
れ
る
思
潮
が
世
を
風
靡
し
た
明
治
後
期
か
ら

大
正
時
代
に
か
け
て
青
年
期
を
過
ご
し
、「
自
我
の
問
題
」
と
い
う
極
め
て
内
省
的
な
課
題
を
抱
え
て
キ
リ
ス
ト
教
に
接
近
し
、
入
信
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
自
我
の
問
題
」
は
、
当
時
の
多
く
の
知
的
青
年
た
ち
が
共
有
し
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。
高
倉
も
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
時

代
か
ら
「
自
我
と
は
何
か
」
と
い
う
内
面
的
な
問
題
に
と
ら
わ
れ
、
そ
の
解
決
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
、
洗
礼
を
う
け
る
に
至
り
、
伝
道
者

と
し
て
の
道
に
入
っ
た
。

自
伝
的
文
章
「
祝
福
せ
ら
る
る
ま
で
）
3
（

」
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
救
い
を
見
い
だ
す
ま
で
の
内
心
の
赤
裸
々
な
遍
歴
の
跡
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
自
我
の
内
部
に
巣
喰
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
し
て
の
罪
と
の
葛
藤
の
末
、
自
己
否
定
の
極
限
に
お
い
て
、
自

我
を
超
絶
す
る
「
絶
対
他
者
」
と
し
て
の
神
に
よ
っ
て
自
我
が
裁
か
れ
解
放
さ
れ
る
と
い
う
体
験
を
く
ぐ
り
、「
信
仰
の
み
」・「
恩
寵
の
み
」

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
、
と
い
う
信
仰
的
地
平
に
到
達
し
た
。
こ
こ
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
代
わ
っ
て
神
と
キ
リ
ス
ト
へ
の
責
任
か
ら
行
動
す
る

「
福
音
的
人
格
」
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
恩
寵
を
広
く
客
観
化
し
た
い
と
い
う
欲
求
か
ら
文
化
の
再
生
と
い
う
課
題
と
取
り
組
み
、
自

我
の
所
産
と
し
て
の
文
化
も
恩
寵
に
よ
る
裁
き
を
通
し
て
根
本
的
に
造
り
変
え
ら
れ
、
こ
こ
に
「
超
自
然
的
恩
寵
の
団
体
」
と
し
て
の
神
の

国
が
実
現
す
る
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
主
著
『
福
音
的
基
督
教
』
に
体
系
化
さ
れ
て
い
る
）
4
（

。
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137 高倉徳太郎の生と死をめぐって

Ⅱ　

自
死
に
至
る
ま
で

（
1
）
鬱
病
の
「
要
因
」

小
塩
力
の
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』、
女
婿
・
佐
藤
敏
夫
の
諸
著
述
、
後
述
の
赤
星
進
の
論
文
、『
信
濃
町
教
会
七
十
五
年
史
』
等
の
関
係
記
述

を
総
合
す
る
と
、
高
倉
の
鬱
病
の
発
症
と
進
行
に
深
く
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
晩
年
の
高
倉
が
負
っ
た
、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の

課
題
で
あ
っ
た
。

第
一
は
、
信
濃
町
教
会
で
の
牧
会
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
同
教
会
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）、
高
倉
が
大
久
保
の
自
宅
で
開

い
た
礼
拝
を
起
源
と
す
る
。
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
植
村
正
久
が
急
逝
す
る
と
、
富
士
見
町
教
会
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
同
教

会
か
ら
一
挙
に
百
名
を
超
え
る
会
員
が
戸
山
教
会
に
転
籍
し
、
戸
山
教
会
は
、
一
朝
に
し
て
質
量
と
も
に
「
都
内
有
数
の
大
教
会
の
様
相
」

（
佐
藤
敏
夫
『
高
倉
徳
太
郎
と
そ
の
時
代
』、
以
下
『
そ
の
時
代
』
と
略
記
、
一
六
三
頁
）
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
〇
年
（
昭
和
五
）

に
は
信
濃
町
教
会
と
改
称
し
た
。
富
士
見
町
教
会
か
ら
の
転
会
者
に
は
、
英
文
学
者
・
斉
藤
勇
を
始
め
各
界
の
有
力
者
も
多
く
、
加
え
て
当

時
の
信
濃
町
教
会
は
、
山
本
和
、
石
島
三
郎
、
福
田
正
俊
、
宮
本
武
之
助
、
赤
岩
栄
、
小
塩
力
な
ど
、
後
世
に
名
の
残
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想

家
を
数
多
く
擁
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
信
徒
集
団
を
率
い
る
に
は
相
応
の
力
量
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
説
教
に
は
当
然
、

高
度
の
神
学
的
素
養
が
求
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）、
明
治
学
院
神
学
部
と
東
京
神
学
社
神
学
校
と
が
合
併
し
て
、
日
本
基
督
教
会
立
の
神
学
校
と
し
て
日

本
神
学
校
が
に
開
校
し
、
高
倉
が
そ
の
教
頭
に
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。
合
併
の
議
が
生
じ
た
当
時
の
両
校
は
、
運
営
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
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題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
新
神
学
校
が
発
足
し
た
後
も
、
経
営
上
の
問
題
や
、
神
学
理
解
を
め
ぐ
る
関
係
者
同
士
の
見
解
の
相
違
、
運
営
方

針
に
関
す
る
意
見
の
不
一
致
、
ま
た
そ
こ
か
ら
生
じ
た
人
間
関
係
の
軋
轢
な
ど
が
高
倉
を
苦
し
め
た
よ
う
で
あ
る
。

第
三
に
、
高
倉
晩
年
の
活
動
の
中
で
、
彼
の
病
と
の
因
果
関
係
が
最
も
深
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
「
福
音
同
志
会
」
で
あ
る
。
福
音
同
志

会
は
、
高
倉
を
中
心
に
日
本
基
督
教
会
の
改
革
を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
青
年
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
集
団
で
、
主
な
メ
ン
バ
ー
に
今

泉
源
吉
、
浅
野
順
一
、
伊
藤
恭
治
ら
が
い
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
、
同
会
の
主
張
を
広
く
世
に
訴
え
る
た
め
の
同
人
雑
誌
『
福
音
と
現
代
』
の
発

行
が
決
定
さ
れ
た
。

同
会
は
、
初
め
同
志
に
よ
る
神
学
研
究
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
が
、
そ
の
活
動
は
、
次
第
に
日
本
基
督
教
会
の
機
構
へ
の
内
部
干
渉
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
果
て
は
高
倉
と
そ
の
取
り
巻
き
に
よ
る
「
陰
謀
」（
小
塩
力
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』、
以
下
『
伝
』
と

略
記
、
二
七
二
頁
）
と
ま
で
目
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
れ
に
高
倉
と
同
志
ら
と
の
見
解
の
対
立
も
加
わ
っ
て
、
同
会
は
次
第
に
高
倉
の
精
神
的

重
荷
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
事
情
と
人
間
関
係
の
微
妙
な
動
き
に
つ
い
て
は
、
小
塩
の
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』
に
詳
し

い
。（

2
）
病
の
悪
化
か
ら
死
へ

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
高
倉
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
ご
ろ
か
ら
不
眠
や
腸
の
不
調
な
ど
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
彼

の
健
康
状
態
は
次
第
に
悪
化
し
、
三
三
年
の
夏
に
は
郷
里
・
綾
部
に
静
養
す
る
身
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
彼
は
、
神
学
校
と
『
福
音
と
現

代
』
の
責
任
を
降
り
、
九
月
に
は
同
誌
は
つ
い
に
廃
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
小
塩
は
こ
の
と
き
の
高
倉
の
心
境
を
推
察
し
て
、「
高
倉
は
こ

れ
ら
の
こ
と
に
お
い
て
、
審
判
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
、
自
分
の
過
去
・
現
在
・
未
来
か
ら
力
が
抜
け
出
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
し
た
た
め
て
い

る
（『
伝
』
二
七
七
頁
）。
た
だ
し
、
小
塩
の
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』
は
き
わ
め
て
文
学
的
な
潤
色
の
強
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
記
述
も
、
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139 高倉徳太郎の生と死をめぐって

裏
づ
け
と
な
る
資
料
か
ら
高
倉
の
信
仰
や
内
面
に
踏
み
込
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
著
者
自
身
の
主
観
で
書
き
流
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
概
し
て
、
と
く
に
病
に
関
す
る
小
塩
の
記
述
に
は
、
事
実
を
客
観
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
福
音
同
志
会
は
、「
完
全
に
急
進
派
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
に
ぎ
り
、
独
走
し
た
典
型
的
な
ケ
ー
ス
」
で
あ
っ
た
。
佐

藤
敏
夫
は
、
福
音
同
志
会
の
活
動
に
一
定
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
高
倉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
あ
ま
り
に
性
急
に
事
を
は
こ
ぼ
う
と

し
、
運
動
を
実
り
あ
ら
し
め
る
慎
重
な
配
慮
を
欠
い
た
た
め
に
、
運
動
の
力
学
に
翻
弄
さ
れ
、
生
産
的
な
結
果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
一
人
の
指
導
者
を
死
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
っ
た
」（『
そ
の
時
代
』
二
一
六
、
七
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
高
倉
を
中
心
と

す
る
信
濃
町
教
会
、
日
本
神
学
校
、
福
音
同
志
会
の
三
者
の
間
の
動
向
と
、
そ
れ
が
高
倉
の
心
身
を
蝕
ん
で
い
っ
た
様
子
、
ま
た
そ
の
間
の

彼
の
心
境
等
に
つ
い
て
は
、『
信
濃
町
教
会
七
十
五
年
史
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
す
で
に
広
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
塩
の
『
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
中
で
一
応
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
高
倉
と
、
信
濃
町
教
会
女
子
青
年
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
勝
俣
好
子
と
い
う
女
性
と
の
間
に
、
恋
愛
感
情
が
存
在
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
倉
は
こ
の
才
気
あ
る
女
性
を
特
別
に
信
頼
し
て
教
会
内
の
活
動
を
委
ね
た
が
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
彼
女
に
対

す
る
「
ゼ
ー
ル
ゾ
ル
ゲ
と
お
も
っ
て
い
た
愛
に
い
つ
し
か
エ
ロ
ー
ス
が
し
み
こ
ん
で
い
た
」、
と
小
塩
は
書
い
て
い
る
（『
伝
』
二
九
一
頁
）。

し
か
し
、
も
し
も
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
る
資
料
が
『
伝
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
だ
と
す
れ
ば
、
二
人
の
間
に
生
じ
た
感
情
を
エ
ロ
ス

と
断
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
女
性
と
の
関
わ
り
が
高
倉
の
自
死
に
重
大
な
関
わ
り
を
も
っ
た

と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
入
院
加
療
や
転
地
療
養
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
高
倉
に
対
し
、
信
濃
町
教
会
の
長
老
会
は
き
め
細
か
な
対
応
を
試
み
た
が
、

三
三
年
四
月
一
六
日
の
復
活
祭
礼
拝
で
の
説
教
が
、
高
倉
の
信
濃
町
教
会
で
の
最
後
の
説
教
と
な
り
、
そ
の
後
彼
は
長
期
療
養
生
活
に
入
っ

た
。
三
三
年
一
二
月
に
は
東
京
帝
大
病
院
・
島
薗
内
科
に
入
院
し
）
5
（

、
と
き
に
楽
観
的
な
情
報
も
報
じ
ら
れ
た
が
、
悲
劇
は
突
然
起
こ
っ
た
。

そ
の
最
期
に
つ
い
て
、『
信
濃
町
教
会
七
十
五
年
史
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
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周
り
の
親
し
い
す
べ
て
の
人
々
の
慰
め
の
中
で
、
そ
れ
に
対
す
る
深
い
感
謝
を
も
っ
て
、
静
か
に
穏
や
か
に
入
院
生
活
を
お

く
っ
て
い
た
高
倉
牧
師
は
、
三
四
年
三
月
末
、
突
然
自
宅
に
戻
っ
た
。
四
月
一
日
の
長
男
徹
の
信
仰
告
白
は
、
深
い
喜
び
と
希

望
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
倉
家
に
も
久
し
振
り
に
、
さ
さ
や
か
な
平
和
が
訪
れ
た
か
に
見
え
た
。

高
倉
牧
師
の
死
は
、
そ
こ
に
突
然
起
こ
っ
た
。

四
月
三
日
早
暁
、
高
倉
牧
師
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
第
一
に
発
見
し
た
の
は
、
愛
嬢
・
光
子
で
あ
る
。（
同
書
一
〇
六
頁
）

死
因
は
縊
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。

な
お
日
記
の
最
後
の
日
付
は
昭
和
九
年
三
月
二
二
日
で
、「
春
ら
し
き
光
―
こ
れ
を
受
け
た
し
―
主
の
光
を
う
け
た
し
―
）
6
（

」
で
終
わ
っ
て

い
る
。
な
お
、
当
時
の
日
記
の
中
で
「
死
」
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
言
葉
と
し
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

九
月
十
一
日
（
一
九
三
三
年
）

朝
、
妻
が
礼
拝
の
司
会
―
キ
リ
ス
ト
の
来
り
し
は
、
悪
魔
と
呪
と
を
こ
ぼ
た
ん
為
め
な
り
―
。
秋
来
る
。
寒
し
。
十
一
日
―

時
は
た
つ
。
何
も
せ
ず
、
た
ゞ
ア
セ
ル
。
じ
つ
と
し
て
居
れ
ぬ
、
後
よ
り
せ
き
立
て
ら
る
。
あ
せ
る
こ
と
は
死
を
、
悪
魔
の

さ
ゝ
や
き
を
意
味
す
る
。
主
よ
―
平
和
を
与
え
給
へ
）
7
（

。
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Ⅲ　

高
倉
の
鬱
病
と
死
を
め
ぐ
る
諸
家
の
見
解

次
に
、
高
倉
の
病
と
死
を
め
ぐ
る
論
考
の
中
か
ら
左
記
の
二
つ
を
紹
介
し
、
併
せ
て
私
自
身
の
若
干
の
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

（
1
）
赤
星
進
の
見
解

高
倉
の
鬱
病
と
死
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
う
つ
病
と
信
仰
――
高
倉
徳
太
郎
牧
師
の
自
殺
を
め
ぐ
っ
て
――
）
8
（

」
と
題
す
る
論
文
に
お

け
る
赤
星
進
の
見
解
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

赤
星
は
、
精
神
医
学
の
立
場
か
ら
高
倉
の
「
家
族
歴
お
よ
び
既
往
症
」・「
生
活
史
」・「
病
歴
」
と
病
気
の
「
症
状
」
を
述
べ
た
後
、
高
倉

の
病
気
を
「
心
因
反
応
性
う
つ
病
」
と
診
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
「
精
神
病
理
学
的
考
察
」
を
行
な
っ
て

い
る
。

赤
星
に
よ
れ
ば
高
倉
は
、
継
母
起
美
子
の
死
後
、「
こ
の
母
は
自
分
が
い
じ
め
殺
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）
9
（

」
と
い
う
罪
責
感
に
さ
い
な

ま
れ
、
す
で
に
高
校
時
代
か
ら
抑
鬱
症
状
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
受
洗
、
献
身
と
そ
の
後
の
足
跡
に
お
い
て
も
、
罪
悪
感
は
ず
っ
と
通

底
音
と
し
て
高
倉
の
生
の
中
に
響
き
続
け
た
の
で
あ
る
と
、
精
神
医
学
的
な
見
地
か
ら
の
説
明
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
結
局
高
倉
は
、

「
罪
の
値
は
死
な
り
」
と
見
定
め
て
自
ら
死
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

赤
星
は
、
高
倉
の
贖
罪
信
仰
が
彼
を
罪
悪
感
か
ら
救
い
得
な
か
っ
た
の
は
、「
彼
が
意
識
的
に
は
神
の
恵
に
よ
る
贖
罪
を
信
じ
、
そ
の
点

で
多
く
の
人
々
を
鼓
舞
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
無
意
識
に
は
人
の
情
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
方
が
究
極
的
に
は
彼
の
心
理
を
支
配
し
て

ky5023高倉徳太郎cB偶.indd   141 11.7.25   2:18:52 PM



142

い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
高
倉
の
自
死
の
要
因
を
福
音
同
志
会
の
メ
ン
バ
ー
の
離
反
に
あ
る

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
倉
は
、
意
識
的
に
は
神
の
恵
み
に
よ
る
贖
罪
を
信
じ
、「
信
仰
に
よ
っ
て
の
み

救
わ
れ
る
」
と
語
り
な
が
ら
も
、「
無
意
識
に
は
、
神
と
の
自
己
愛
型
一
体
感
の
原
型
で
あ
る
「
人
間
と
の
自
己
愛
型
一
体
感
」
を
求
め
て

い
た
の
で
あ
り
…
…
究
極
的
に
は
そ
の
一
体
感
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
た
」。
そ
れ
ゆ
え
、
福
音
同
志
会
と
の
関
係
に
亀
裂
が
生
じ
、
こ

の
一
体
感
が
失
わ
れ
た
と
き
に
、
高
倉
は
発
病
し
死
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
佐
藤
敏
夫
の
反
論

高
倉
の
女
婿
（
高
倉
の
四
女
・
恵
子
の
夫
）
で
あ
る
佐
藤
敏
夫
は
、
こ
う
し
た
赤
星
進
の
精
神
医
学
的
な
解
釈
に
強
く
反
論
し
て
い
る
）
10
（

。

佐
藤
の
赤
星
論
文
批
判
の
論
点
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
佐
藤
は
、
今
日
で
は
鬱
病
は
肉
体
の
病
と
同
じ
く
病
気
な
の
だ
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、「
心
の
病
に
対
し
て
は

信
仰
が
立
ち
向
か
う
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
」
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
信
仰
が
人
間
を
鬱
病
に
か
か
り
に
く
く
し
た
り
癒
し
や
す

く
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
信
仰
を
も
て
ば
、
絶
対
に
安
全
と
か
、
必
ず
い
や
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
言
う
。
そ
し
て

①
赤
星
の
よ
う
に
罪
悪
意
識
と
自
殺
と
を
直
結
さ
せ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
で
あ
る
と
言
い
、
②
赤
星
は
、
高
倉
の
鬱
病
発
症
の
原
因

を
専
ら
福
音
同
志
会
と
の
軋
轢
に
求
め
て
い
る
が
、
高
倉
の
日
記
を
精
査
し
て
も
、
高
倉
の
憂
鬱
や
疲
労
が
同
志
会
の
牧
師
た
ち
と
の
不
和

に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
同
志
会
が
高
倉
の
重
荷
と
な
っ
て
く
る
の
は
一
九
三
三
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
高
倉
の
発
病
が
「
同
志
会
の
せ
い
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
志
会
と
の

「
自
己
愛
型
一
体
感
」
の
喪
失
が
高
倉
を
死
に
追
い
や
っ
た
と
い
う
赤
星
の
図
式
は
成
り
立
た
な
く
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
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私
は
、
こ
の
両
者
の
議
論
に
専
門
的
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
が
、
素
人
の
感
想
と
し
て
一
言
す
れ
ば
、
赤
星
の
立
論
は
、

精
神
医
学
上
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
高
倉
個
人
の
症
例
に
当
て
は
め
た
も
の
で
、
説
明
と
し
て
は
き
わ
め
て
明
快
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
杓
子

定
規
な
解
釈
で
、
率
直
に
言
っ
て
生
身
の
人
間
の
心
の
襞
に
入
り
こ
め
て
い
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
鬱
病
は
心
の
病
気

0

0

で
あ
り
基
本
的
に
信
仰
と
は
次
元
が
異
な
る
の
で
、
信
仰
の
み
に
鬱
病
の
予
防
や
完
治
を
求
め
る
の

は
無
理
で
あ
る
、
と
す
る
佐
藤
の
反
論
に
も
、
直
ち
に
同
調
し
か
ね
る
も
の
が
あ
る
。
信
仰
の
場
で
あ
る
魂
の
深
奥
と
、
精
神
医
学
か
ら
見

る
心
の
深
み
と
は
、
決
し
て
別
次
元
の
も
の
で
は
な
く
、
通
底
し
あ
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
専
門
の

先
生
方
の
お
教
え
を
請
い
た
い
。
ち
な
み
に
私
の
研
究
上
の
師
で
あ
る
故
・
大
内
三
郎
は
、
親
族
と
し
て
の
佐
藤
の
反
論
に
は
、
論
文
と
し

て
の
当
否
よ
り
も
、
む
し
ろ
痛
々
し
さ
を
感
じ
た
、
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

な
お
、
高
倉
自
身
が
自
殺
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
と
し
て
、
芥
川
竜
之
介
の
自
殺
（
一
九
二
七
年
）
に
際
し
、
芥
川
の
「
或
旧
友
へ
送
る

手
記
」
へ
の
感
想
と
し
て
書
か
れ
た
「
自
殺
者
の
人
生
観
批
判
）
11
（

」
と
い
う
短
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
文
が
書
か
れ
た
一
九
二
七
年
は
高
倉

自
身
の
鬱
病
発
症
以
前
で
あ
り
、
自
死
が
ま
だ
自
分
自
身
の
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
考
察
に
と
っ
て
直

接
の
手
が
か
り
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
参
考
ま
で
に
一
応
簡
単
に
触
れ
れ
ば
、
同
文
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
高
倉
は
、
芥
川
の
人

生
観
を
「
解
剖
的
で
あ
り
、
唯
物
的
で
あ
り
、
か
な
り
皮
肉
な
、
な
げ
や
り
な
も
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
死
と
戯
れ
る
人
は
「
生
と
も
戯
れ

得
る
人
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
、
人
生
の
究
極
の
意
義
は
神
の
目
的
を
実
現
し
、
神
の
栄
光
を
顕
す
こ
と
に
あ
り
、
我
ら
の
生
は
「
誰
に
対

し
て
よ
り
も
先
づ
、
父
な
る
創
造
主
な
る
神
に
対
し
て
厳
か
な
る
責
任
が
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
高
倉
自
身
が
、
自
分
は
芥
川
の
作
品
を

ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
芥
川
文
学
へ
の
理
解
を
踏
ま
え
て
自
殺
問
題
と
向
き
合
っ
た
文
章
で
は
な
く
、
牧

師
・
高
倉
と
し
て
の
正
論
を
述
べ
た
と
い
う
印
象
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
、
神
へ
の
不
動
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
一
文

学
者
の
自
死
に
つ
い
て
あ
る
意
味
で
突
き
放
し
た
、
冷
淡
と
も
言
え
る
感
想
を
述
べ
た
高
倉
自
身
が
、
わ
ず
か
数
年
後
に
、
自
ら
命
を
絶
つ
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と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
の
は
、
皮
肉
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
余
人
の
想
像
も
し
得
な
い
厳
し
い
内
的
外
的
現
実
が
あ
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅳ　

鵜
沼
の
コ
メ
ン
ト　

一
信
徒
と
し
て
の
立
場
か
ら

（
1
）
信
仰
と
病

高
倉
に
お
け
る
信
仰
と
鬱
病
の
関
係
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
私
見
を
一
言
で
言
え
ば
、
高
倉
は
信
仰
の
弱
さ
ゆ
え
に
病
に
勝
て
な
か
っ

た
と
い
う
よ
り
は
、
逆
に
「
信
仰
の
み
」
に
救
い
を
求
め
よ
う
と
し
た
彼
の
あ
ま
り
に
も
一
途
で
純
粋
な
姿
勢
が
、
彼
を
窮
地
に
追
い
込
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
精
神
科
医
・
平
山
正
実
は
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
鬱
病
患
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ
た
時
の
対
応

と
し
て
、
ひ
た
す
ら
主
を
た
た
え
よ
と
指
導
し
勧
告
す
る
こ
と
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。「
う
つ
病
者
は
、
た
と
え
健
康
な
時
は
立
派
な
信
仰
を
も
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
病
ん
で
い
る
時
は
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
全
体
的
に
低
下
し
て
き
て
、
主
を
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
礼
拝
に
出
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
祈
る
こ
と
さ
え
お
っ
く
う

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
ひ
た
す
ら
「
主
を
ほ
め
た
た
え
よ
」
と
勧
め
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
病
者
の
罪
責
感
を
増
加
せ
し
め
、
彼
ら

を
窮
地
に
陥
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
）
12
（

」。

ま
さ
に
こ
の
指
摘
に
符
合
す
る
よ
う
な
言
葉
を
、
死
を
前
に
し
た
高
倉
の
日
記
か
ら
拾
お
う
と
す
れ
ば
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
以
下
に
そ

の
一
部
を
挙
げ
て
お
く
。
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九
月
八
日
（
金
）（
一
九
三
三
年
）

昨
夜
は
教
会
の
事
が
心
に
か
ゝ
り
殆
ん
ど
眠
れ
ず
…
…
。
何
と
て
か
く
不
安
あ
る
や
。
さ
れ
ど
た
ゞ
信
ぜ
よ
。
信
頼
に
生

き
、
広
き
心
に
て
キ
リ
ス
ト
と
友
と
に
対
せ
よ
。

　

九
月
廿
三
日
（
土
）

…
…
こ
と
に
我
々
教
職
に
あ
り
な
が
ら
、
肉
に
克
ち
得
ず
、
主
の
僕
た
る
生
活
な
き
は
如
何
。
口
頭
の
伝
道
者
た
る
は
虚
偽

な
り
。
良
心
的
な
る
生
活
を
な
す
。
聖
霊
を
と
り
去
ら
る
ゝ
こ
と
な
く
あ
れ
。
聖
書
を
も
つ
と
も
つ
と
読
む
可
き
を
思
ふ
な

り
。

　

十
月
十
八
日
（
水
）

…
…
「
罪
人
の
為
め
に
」
を
読
み
行
く
―
我
が
現
在
を
痛
切
に
審
判
せ
ら
る
ゝ
―
余
の
生
活
に
た
び

く
行
詰
る
は
神
偕

な
ら
ざ
る
為
め
、
之
で
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
―
…
…
。
こ
の
ま
ゝ
で
はpastor

た
り
得
ず
。life-change 

が
な
さ
る
可
き
な
り
。

我
が
毎
朝
の
祈
はm
y life 

のchange

の
為
め
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

　

二
月
九
日
（
金
）（
一
九
三
四
年
）

祈
り
、
生
命
。
祈
な
き
は
死
な
り
。
祈
な
き
罪
を
畏
れ
よ
。
こ
の
戦
に
克
た
し
め
ら
れ
よ
。

　

二
月
十
二
日　

福
田
正
俊
宛
て
書
簡
よ
り

私
は
極
度
の
不
眠
、
神
経
を
弱
め
し
為
めabnorm

al 

な
心
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
ゐ
ま
す
。
ど
う
か
私
の
信
仰
と
祈
と
の
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為
め
に
切
に
御
祈
を
願
上
ま
す
。
不
眠
つ
ゞ
き
の
為
め
に
祈
が
よ
く
出
来
ぬ
こ
と
さ
へ
あ
り
ま
す
。

　

三
月
十
九
日
（
月
）

頭
脳
ば
く
然
と
し
て
過
す
。
願
ふ
、
正
し
く
祈
る
心
を
与
へ
給
へ
、
聖
書
を
飜
く
心
を
与
へ
給
へ
、
願
ふ
な
り
、
祈
る
な

り
。
如
何
な
る
時
に
も
感
謝
あ
れ
。
何
事
を
も
考
ふ
る
余
地
な
くego 

の
み
に
て
一
パ
イ
と
な
る
―
困
つ
た
こ
と
か
な
）
13
（

」。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
自
ら
の
信
仰
を
鼓
舞
し
て
病
か
ら
の
立
ち
直
り
を
図
ろ
う
と
す
る
悲
痛
な
言
葉
で
あ
る
。
思
う
に
高
倉
は
、
こ
と

精
神
医
療
に
関
し
て
は
高
レ
ベ
ル
の
手
厚
い
ケ
ア
を
受
け
た
に
せ
よ
、
牧
師
と
い
う
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、
心
の
内
奥
を
全
て
さ
ら
け

出
し
て
援
助
を
乞
う
よ
う
な
魂
の
看
取
り
手
は
求
む
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
偉
大
な
指
導
者
と
仰
が
れ
多
く
の
追
随
者
を

抱
え
て
い
た
牧
会
者
と
し
て
彼
の
な
し
得
た
こ
と
は
、
自
ら
の
描
く
牧
師
・
信
仰
者
の
理
想
像
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
自
己
を
打
ち
た
た

く
こ
と
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
高
倉
は
、
福
音
同
志
会
を
初
め
と
す
る
四
囲
の
状
況
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、
自
分
で
自
分
を
逃
れ
よ
う
の
な
い
場
所
へ
と
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
さ
に
、
鬱
病
の
治
癒
と

い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
最
悪
の
態
度
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
2
）
日
本
社
会
の
中
で
の
「
個
」
の
孤
絶

前
述
の
よ
う
に
赤
星
進
は
、
高
倉
の
自
死
の
原
因
を
同
志
と
の
「
一
体
感
の
喪
失
」
に
求
め
た
。
私
と
し
て
は
今
「
高
倉
の
孤
立
」
を
、

福
音
同
志
会
と
い
う
特
定
の
集
団
の
中
で
の
孤
立
に
止
ま
ら
ず
、
広
く
日
本
社
会
一
般
に
お
け
る
問
題
に
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

か
つ
て
私
は
、
間
柄
関
係
を
重
視
す
る
日
本
社
会
に
「
個
の
倫
理
」
が
入
ろ
う
と
す
れ
ば
、
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
の
み
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か
、「
場
の
倫
理
」
が
支
配
す
る
日
本
社
会
で
は
、「
場
」
の
外
に
出
る
こ
と
は
と
き
に
死
を
意
味
す
る
も
の
で
さ
え
あ
る
、
と
い
う
河
合
隼

雄
の
指
摘
）
14
（

に
教
え
ら
れ
つ
つ
、
こ
れ
を
高
倉
の
場
合
に
当
て
は
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

高
倉
は
、
信
任
し
依
拠
す
る
に
足
る
あ
ら
ゆ
る
権
威
を
失
っ
て
浮
遊
す
る
個
が
再
び
定
立
す
べ
き
拠
り
所
を
、「
絶
対
他
者
」

と
し
て
の
神
に
見
出
し
た
。
…
…
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
負
わ
さ
れ
た
個
が
現
実
の
日
本
社
会
に
し
た
た
か
に
根
を
下
ろ

す
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
内
と
外
と
の
両
面
か
ら
の
重
圧
に
耐
え
得
る
強
靭
な
個
我
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

…
…高

倉
が
置
か
れ
た
状
況
の
本
質
を
右
の
よ
う
に
と
ら
え
る
な
ら
、
自
死
と
い
う
彼
の
生
涯
の
悲
劇
的
な
結
末
は
、
こ
れ
を
高

倉
と
い
う
個
人
の
自
我
の
ひ
弱
さ
、
未
成
熟
さ
に
帰
す
の
は
当
た
ら
な
い
し
、
仮
に
そ
う
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
は
何
の
解
決
も

得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
高
倉
の
終
焉
は
、
日
本
社
会
で
透
徹
し
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
」
に
も
と
づ
く
個
の
倫

理
に
徹
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
わ
れ
わ
れ
に
身
を
も
っ
て
示
し
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
）
15
（

。

死
を
目
前
に
し
た
高
倉
の
日
記
の
以
下
の
一
節
は
、
彼
の
孤
立
が
、
単
な
る
同
志
と
の
絆
の
切
断
に
止
ま
ら
ず
、
は
る
か
に
深
い
心
の
深

淵
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

三
月
三
日
（
金
）

朝
十
時
、
×
×
君
来
訪
―
同
志
会
の
委
員
会
と
小
生
と
のgap 

に
つ
き
語
ら
る
―
余
に
と
り
て
は
最
深
の
淋
し
さ
、
苦
み
な

り
。
最
後
のrefuge

を
も
と
り
去
ら
れ
た
る
こ
と
な
り
―
而
も
こ
ゝ
に
主
が
余
に
対
し
て
与
へ
給
ふ
深
き
試
み
あ
る
を
思
ふ
。

〔
略
〕
孤
独
―
之
れ
は
た
ゞ
主
キ
リ
ス
ト
に
於
て
の
み
満
さ
る
―
主
に
支
へ
ら
れ
て
雄
々
し
く
戦
ひ
、
之
れ
に
克
て
―）16
（
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右
の
拙
文
は
、
す
で
に
二
〇
年
以
上
前
に
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
私
の
基
本
的
な
考
え
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
常
に
四
囲
の

人
々
の
気
持
ち
を
「
察
し
」
つ
つ
自
ら
の
行
動
の
仕
方
を
決
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
日
本
社
会
で
、「
全
能
な
る
神
の
前
に
責
任
を
も
つ
」

個
と
し
て
の
倫
理
を
貫
い
て
生
き
る
こ
と
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
場
面
で
は
、
社
会
か
ら
背
き
出
て
孤
絶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
と
き
に
身
内
か
ら
さ
え
離
反
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
内
面
的
な
淋
し
さ
に
耐
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
四
囲
の
理
解
を

得
ら
れ
ず
社
会
そ
の
も
の
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
厳
し
さ
で
も
あ
る
。

高
倉
の
場
合
、
生
来
の
気
質
や
生
い
立
ち
の
環
境
に
起
因
す
る
資
質
に
、
置
か
れ
た
社
会
的
状
況
や
牧
師
と
し
て
の
強
い
使
命
感
が
加

わ
っ
て
、
進
む
こ
と
も
退
く
こ
と
も
で
き
ぬ
窮
地
へ
と
彼
を
追
い
や
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
大
方
の
ご
感
想
、
ご
批
判
を
請

い
た
い
と
思
う
。

な
お
こ
の
論
考
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
六
日
に
、「
臨
床
死
生
学
研
究
会
」（
於
・
聖
学
院
大
学
）
で
行
っ
た
講
演
「
高
倉
徳
太
郎
の
生
と

死
」
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

本
格
的
な
高
倉
徳
太
郎
伝
と
し
て
、
雨
宮
栄
一
氏
に
よ
る
『
評
伝
高
倉
徳
太
郎
・
上
』
が
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
日
、
新
教
出
版
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
。
下
編
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
擱
筆
時
に
は
未
見
で
あ
っ
た
。。
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な
お
、
森
岡
巌
『
た
だ
進
み
進
み
て
――
キ
リ
ス
ト
服
従
へ
の
道
』（
二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日
、
新
教
出
版
社
）
の
「
Ⅰ 

高
倉
徳
太
郎
と
日

本
基
督
教
会
」
に
、
富
士
見
町
教
会
の
「
分
裂
」
や
「
福
音
同
志
会
」
と
の
関
係
問
題
な
ど
、
本
稿
に
関
わ
り
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
詳
し

い
記
述
が
あ
る
が
、
す
で
に
脱
稿
し
た
あ
と
の
出
版
で
あ
っ
た
の
で
、
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
2
） 

伝
記
的
な
こ
と
が
ら
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
左
記
の
書
に
よ
っ
た
。

小
塩
力
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』
一
九
五
四
、
新
教
出
版
社

佐
藤
敏
夫
『
高
倉
徳
太
郎
と
そ
の
時
代
』
一
九
八
三
、
新
教
出
版
社

（
3
） 「
祝
福
せ
ら
る
る
ま
で
」『
高
倉
徳
太
郎
著
作
集
1
』
一
九
六
四
、
新
教
出
版
社
、
一
八
〜
二
七
頁

（
4
） 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
た
ち
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
一
九
八
八
）
所
収
の
「
高
倉
徳
太

郎
」（
同
書
一
八
七
〜
二
一
六
頁
）
で
述
べ
た
。

（
5
） 

高
倉
の
入
院
先
が
精
神
科
で
は
な
く
内
科
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
牧
師
と
し
て
精
神
科
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
た
た
め

で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 『
高
倉
全
集
第
十
巻　

日
記
・
書
翰
』
一
九
三
七
年
一
〇
月
、
高
倉
全
集
刊
行
会
、
四
二
一
頁

（
7
） 

前
掲
書
、
四
〇
六
頁

（
8
） 『
臨
床
精
神
医
学
論
集
――
土
居
健
郎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
一
九
八
〇
、
同
刊
行
会
編
、
星
和
書
店
、
二
四
八
〜
二
六
三
頁

（
9
） 

こ
の
言
葉
は
小
塩
力
の
『
高
倉
徳
太
郎
伝
』
に
出
て
く
る
。
小
塩
に
よ
れ
ば
、
継
母
起
美
子
が
高
倉
家
に
入
っ
た
と
き
徳
太
郎
は
、
継
母
は
「
継

子
い
じ
め
」
を
す
る
も
の
と
の
通
念
に
対
し
、「
逆
に
い
じ
め
か
え
し
て
や
る
」
と
思
い
定
め
て
、
手
ぐ
す
ね
を
ひ
い
て
待
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
母
子
間
に
起
こ
っ
た
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。「
た
ま
た
ま
、
小
学
校
の
あ
る
祝
祭
日
の
こ
と
で
あ
る
。
お
お
く

の
児
童
が
紋
付
を
着
て
く
る
こ
と
を
、
徳
太
郎
は
承
知
し
て
い
た
。
起
美
子
は
、
こ
れ
を
知
ら
ぬ
の
で
、
絣
の
着
物
を
出
し
た
。
徳
太
郎
は
、

こ
れ
を
着
て
登
校
し
た
。
帰
宅
す
る
や
、
か
れ
は
眼
を
つ
り
あ
げ
、
あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
罵
言
を
、
母
に
あ
び
せ
た
。
そ
の
土
地
の
な
ら
わ
し
と
、

少
年
の
謀
略
を
、
予
知
で
き
な
か
っ
た
起
美
子
は
、
泣
い
て
己
が
嫁
入
り
支
度
の
折
の
紋
付
を
裁
断
し
て
、
こ
の
子
に
着
せ
た
、
と
い
う
」。
同

様
の
逸
話
は
こ
の
他
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 「
高
倉
の
最
後
」『
高
倉
徳
太
郎
と
そ
の
時
代
』
一
三
章
、
一
九
八
三
、
新
教
出
版
社
、
二
一
九
〜
二
三
七
頁

（
11
） 『
高
倉
全
集
第
六
巻
』
五
四
二
〜
五
五
四
頁
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（
12
） 

平
山
正
実
『
心
の
病
と
信
仰
』
一
九
九
八
、
袋
命
書
房
、
二
一
一
頁

（
13
） 
前
掲
『
高
倉
全
集
第
十
巻　

日
記
・
書
翰
』
四
〇
六
頁
他

（
14
） 
河
合
隼
雄
『
母
性
社
会
日
本
の
病
理
』
中
公
叢
書
、
一
九
七
六
、
他

（
15
） 

鵜
沼
裕
子
『
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
た
ち
』
三
九
〜
四
〇
頁

（
16
） 

前
掲
『
高
倉
全
集
第
十
巻　

日
記
・
書
翰
』
三
九
二
〜
三
頁

　
　
　
参
考
文
献
（
注
の
中
に
あ
げ
た
も
の
を
除
く
）

『
高
倉
徳
太
郎
著
作
集
』
全
五
巻
の
解
説
、
一
九
六
四
、
新
教
出
版
社

『
信
濃
町
教
会
七
十
五
年
史
』
一
九
九
九

岡
田
美
須
子
「
高
倉
先
生
の
こ
と　

小
塩
力
「
高
倉
徳
太
郎
伝
」
に
つ
い
て
」『
福
音
と
現
代
』
一
号
、
一
九
七
一
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